
ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

平成３０年１月１０日 

タイトル 
明治時代から秦野で続く 

子供が中心の珍しい伝統行事「石売り」 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

１月１３日（土曜日）、１４日（日曜日） 

詳細は下記のとおり 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
西大竹の東町地区・開戸町地区の各地域の小学４～６年生それ

ぞれ１０人程度が、嶽神社（西大竹２８１）に集合し、地域内

の家を歩いて回ります。 
Ｗｈｏ 

（だれが） 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

明治時代の中ごろから行われ

ていたとされる道祖神の石を売

る全国的にも珍しい行事です。

この石を買うと、子供に病気や

災いが起きないとされていま

す。 

毎年１月１４日のどんど焼き

の前に、小学６年生がリーダーとなって、リヤカーで正月のお

飾りなどを集め、道祖神の石やお札、おでんを各家庭に売り歩

きます。東町地区では、お札を買ってくれた人に、中に小豆飯

の入ったおひねりを渡します。売った道祖神の石は、どんど焼

きが終わった後、買ってくれた家に取りに行って、元の場所に

戻します。 

 

＜日程詳細＞  

●１月１３日（土曜日） 
午後３時半～<東町>お飾り集め､おでん売り､お札売り 
午後４時～ <開戸町>おでん作り､お札売り 

●１月１４日（日曜日） 
午後３時半～<東町>お飾り集め､おでん売り 

   午後３時～<開戸町>おでん売り､どんど焼き   

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

問い合わせ 
教育部生涯学習課文化財担当 担当：室田 

電話０４６３（８７）９５８１ 

 


